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　株式会社アイ・フォスターは、「世代間連携を通じての次
世代育成」を目的として、2006年に明治大学インキュベー
ションセンター内に起業しました。
　次世代育成とは、具体的にどういうことでしょうか。子ど
もを育成し、その子供たちに次の時代を背負ってもらうこと
でしょうか？　私は、宣べ亡め世代を成長させ、宣べ亡め世
代に次代を担ってもらうことだと考えます。
　今、各世代が抱える問題といえば、子どもを取り巻く環境、
ニート問題、子育てに困難を感じる母親などに焦点が当てら
れています。その一つ一つを個別の問題として解決しようと
しても、真の解決にはなりません。それぞれの世代の問題を
解決するには、世代ことの問題をうまく連携しながら解決す
ることが大切なことではないでしょうか。そしてそれこそが
すべての世代が成長する仕組みづくりにつながるのだと思い
ます。
　また、当社は、「大学の財産をもっと社会のために使いま
しょう！」という発想のもとに、大学の知的財産を活用した
社会貢献の事業を展開しております。市民の皆さんが大学と
のコラボレーションを通じて社会貢献することができるよう、
生涯学習や体験授業などを行っています。
　近年では自治体も地域産業と結びついた活動を期待されて
おりますので、これに応えるべく経済社会に組み込まれた社
会貢献活動を目指しています。
　2006年度に、内閣府全国都市再生モデル事業「大学との
連携による萱葺民家再生と体験農業での都市農村交流と地域
の活性化の推進」の委託業者に採択されたほか、子ども体験
塾「縄文体験サマースクール」などの社会貢献事業を展開し
てきました。また、大学の知的財産を社会に還元する活動と
して、明治大学博物館で開催された「レオナルドのもう一つ
の遺産」展（明治大学商学部主催）をサポートしました。
　大学における教育・研究・啓発動画の制作も当社の主要な
事業になっています。明大生が参加して制作されたDVD
「就職活動基礎講座」は、“学生達の目線を生かした内容であ
る”と、ご購入いただいた多くの大学から喜びの声が寄せら
れました。
　これらの事業は、すべて大学が要となり、地域の様々な世
代の人々、学生、子どもを巻きこんだ活動となっています。
それぞれが、啓発し合い、新たな価値を生み出すものである
と自負しております。
　今年度も、新たな取り組みを考えています。農学部中林和
重研究室で企業と共同開発したトマトは、土の代わりに0．5
～2cmほどの珊瑚の粒を使って栽培されています。この珊
瑚は、海底に白化して堆積したもので、珊瑚の成育や船の航
行を妨げるため、取り除かれ廃棄されていたものです。この
世界初の「珊瑚砂礫農法」は、環境に配慮した農業として、
注目すべきものです。研究を重ねた結果、糖度が高く美味な
トマトが、出荷に見合う量まで収穫iできるようになりました。
当社は、明治大学の師弟食堂に群馬県富岡市の野菜を供給す
る事業を行っていますが、この「珊瑚砂礫農法」トマトを夏
季限定で明大プランドとして提供できるよう、準備を進めて
います。
　通年行っている事業も更にグレードアップさせていきます。
動画制作では、学生の視点を大事にしたコンテンツ作りを進
めていきたいと考えています。どうぞご期待ください。
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